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授業アンケートの集計結果

平成19年度 会計学2

アンケートの概要

N＝115
設問1 講義の出席回数

設問2 予習・復習の有無。その時間。

設問3 履修の理由

設問4 履修前後の会計学のイメージ変化

設問5 印象に残ったテーマ・トピック

設問6 授業の全体的な感想

設問7 授業への要望

設問1 出席回数
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①10回全部 ②9～8回 ③7～6回 ④5～4回 ⑤3～1回

選択肢

人
数

設問2 予習・復習

第2問
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① ② ③

選択肢

人
数

①予習・復習をした。
②予習・復習をしたが，時間は一概に言えない。
③予習・復習をしなかった。

設問2①の回答者(16名)の学習時間

第2問－2
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0～1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上3時間未満 3時間以上

平均的な学習時間

人
数

設問3 会計学2の履修理由

第3問
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① ② ③ ④ ⑤

選択肢

人
数

①専門科目だから。
②会計学1が面白かったから。
③他に興味ある授業がなかったから。
④会計学に興味があったから。
⑤その他
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設問3の履修理由 「⑤その他」の内容

第3問-2
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理由

人
数

会計士受験に役立つと
思ったから

将来役に立つと思ったから

会計のゼミに所属している
ため

会計学入門を落としてしま
い，名誉挽回のため

設問4 履修前後の会計学のイメージ変化

第4問
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① ② ③ ④ ⑤

選択肢

人
数

①非常に変わった。
②やや変わった。
③変わらなかった。
④分からない。
⑤その他

①②の回答者のイメージの変化の内容

第4問-2
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会計学のイメージ

人
数

単に会計=計算というだけでな
く，計算を支える概念の重要
性を認識することができた。

会計と経済学のつながりを認
識することができた。

制度としての会計という視点
が加わった。

会計学の重要性をいっそう感
じた。

会計学は意外ととっつきやす
い学問だと感じた。

国際的な視点が加わった。

その他

設問6 印象に残ったテーマ・トピック

第5問
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テーマ・トピック

人
数

規制不要論～情報の非対称性とレモンの原理
～

制度派会計学による制度変化の分析～制度の
意味，制度の生成と変化のプロセス，ゲーム理
論の応用～

赤福の製造日偽装問題の会計学的考察

制度派会計学による制度変化の分析～同型化
と分離～

規制不要論～エージェンシー理論～

規制必要論

食品偽装とコンプライアンス

ミシュラン・ガイド東京2008の会計学的考察

会計規制の捕囚説と獲得説

会計基準の経済的影響と会計の政治化

その他

設問6 授業の全体的な感想

第6問
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人
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1 非常に不満足
2 不満足
3 どちらでもない
4 満足
5 非常に満足

設問7 授業に対する要望等

第7問
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要望等

人
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マイクの音量を上げて欲し
い。

レジュメの改定を前日までに
して欲しい。

レジュメを配布して欲しい(印
刷上限枚数を超えるため)。

会計トピックを短めにして通
常授業を長めにして欲しい。

会計トピック等は面白いので
続けて欲しい。

実際の財務諸表を取り上げ
て欲しい。

公認会計士等実務家の話を
聞く機会を増やして欲しい。

その他
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設問間の相関関係

無相関の検定 * :5%  **:1%

1.0000**-0.2960-0.1376**-0.3386設問6

-1.0000*0.2387**0.3247設問4

-1.0000**0.3319設問2

-1.0000設問1

設問6設問4設問2設問1

相関関係の特徴

1. 設問2(予習・復習時間)と設問6(授業の満
足度)の相関以外は統計的に有意です。

2. 出席していればいるほど，予習・復習をし，
会計学のイメージが変わり，授業に対する評
価が高くなる関係があります。

※設問3・5は，相関関係が取れないので，分析
から除外しています。


